
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


添付の CD - ROM につし^て（^164ぺ_ジ） . 本体に添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 に 

収められているソフトウエアについて紹介しま 
す。 


EXPRESS 巨 UILDER (->165ぺージ） . セットアップツール 「 EXPRESS 目 UILDER 」 につ 

いて説明します。 

ExpressPicnic (一 175 ページ） . シームレスセットアップ用パラメータディスク 

(セッ ト アップパラメータ FD ) を 作成す るツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

Express 本体用バンドルソフトウエア（一183ぺージ）....本装置にインストールするバンドルソフトウエア 

について説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウエア（一200ページ） . 本体を監視-管理するための管理 PC にインス 

I -ールするバンドルソフトウエアについて説明し 
ます。 


0NL-3104aN- 11 0Rd 1 -000-03-0306 
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添付の CD-ROM について 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER ®」 じは、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや 
各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の 
機能をより多く引き化すことができます。 

I M-O CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、本装置の設定び完了した後でも、 0 S の再インス 
トールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



pi : • ビルド-トウ•才ーダーで購入した装置のハードディスクには電源管埋をする次のユー 

ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 
セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver. 2.1(194 ぺージ参照） 

— Pow が Chute plus Ver. 5.1 1 J/5.2J(198 ぺージ参照） 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載されてい 
ます。これらのユーティリティの操作方法については、ボードに添付の説明書を参照し 
てください。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウェアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 目 UILDER から OS をインストールする際には、インス 
I -ール対象の八ードディスク（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアッ 
プしてください。 


起動メニユーにごいて 


EXPRESS 巨 UILDER には3つの起動方まがあります。起動方まじよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 



• EXPRESSBUILDER CD-ROM か！ 5 ブート ( 起動)する 


EXPRESS 巨 UILDER を本体の CD - ROM ドライ 
フ、'にセットして起憂]し 、 EXPRESSBUILDER 
内のシステムから起動する方まです。この方 
までシステムを起動ずるとちじ示ず 
「 EXPRESS 巨 UILDER トップメニュー」が'表示 
されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


n-O • 本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた装置政が 
の Express 己 800 シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。 

• メニューの r シームレスセットアップ」を実行するとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS を消去します。 OS もインスIルし直ず必要びあります。 


EXPRESS 目 UILDER トップメニューじつし^てはこの後の 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 
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コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-R 日 M か 5 ブート ( 起動)する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
体に接続していない状態で 
EXPRESS 巨 UILDER を起動すると、 LAN か 
COM (シリアルポート）で接続している管理 
用コンピュータ （ PC ) の画面には、ちに示す 
「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表 
示されます。 

管理 PC からこのメニューにある項目を使っ 
て本装置を遠隔操作をします。 

n-O • 本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた装置切が 
の Express 己 800 シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキーボードび接 
続されていないことび条件です。本体にキーボード (USB キーボードは除く）び接続 
されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると判断し、於下の動作を 
行いません僧理 PC にメニューを表示しません)。 

EXPRESS 巨 UILDER メインメニューじついてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 

Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセットする 

Windowsi；Windows 降、または 

Windows NT 4.0 W 降)が起動した後に、 

EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライフ、、(こ 
セットするとメニューが表示されます（ち図 
参照)。表示されたメニューダイア□グボ、ソ 
クスは r マスターコント□ールメニュー」と呼 
びます。 

マスターコント□ールメニューについてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 


〇オンラインドキュント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


0»7 


Copyright NEC CorporoNon 


NEC 


巧ががが HI ■わ:■巧巧 ■ma il 11111 iiT W ] け gw •ム I ム""•ゆ 


矢がキーで反おを I 頁目に合わせて、リターンキーを押してください。 


EXPRESSBUILDER は本装ちのたットアッブをサボートします。 

本装置のたットアッブぞ容易に巧えるように、自動的にセットアッブ 
に必要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、だットアッブが自動的に判断できないバラ户一女は、オペレータじ 
入力が要ボされます。 

システムたットアッブ終了後、たットアッブ情報をノ X ジクアッブすることをお 
勤めします。バックアッブ情報が無いときは、修理衡即寺にお割素の装置固有 
の巧ま反や設定を巧旧できなくむります。パックアシブは、フォーマットされた 
フロッピーディスクを準倫して、ツールでオフライン保守ユーティリティの 
「システム情を防 D 普理」から「退避」を選巧してくださし、。 


















EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューは八ードウエアのセットアップおよび 0 S 讨ペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

— "〇 B I 0 S の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びあります。 
目軍司 EXPRESSBUILDER を起動できない場台は 、 BIOS SETUP ユーテイリテイを起動して lU 
下のとおりに設定してください。 


「 Boot 」 メニューで！" CD-ROM Drive 」 を1番上に 、 「Removable Devices 」 を2番目 
にお定〇 


起動 



次の手順に従つて EXPRESSBUILDER トップメニユーを起動します。 ソ 

フ 

卜 

1. 周辺装置、本体の順(こ電源を ON にする。 

X 

2. 本体の CD - ROM ドラィブへ CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 をセ、ソトする。 ^ 

3. CD - ROM をセットした6、リセ、ソトするレひ rl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して本体を再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


EXPRESS 目 UILDER が起動すると、じ(下のような EXPRESS 目 UILDER トップメニューが現 


れます。 



シームレスセツ ト アップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを巧います。 0 S の再インストールを行 
う場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収め6れている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み 0 S に影響を与えることなくセット 
アップを巧うことができます。 


図終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま 
ず。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセツトアップ 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows Server 2003 /Windows 2000). を種ユーティリティのインストールまでを添 
がの CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や OS を再イン 
ストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

r シームレスセットアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 

I n-O セットアップを開始した5、完了するまで本体の電源を OFF にしないでください。また、 
指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュー 


ツールメニューは、 EXPRESS 目 UILDER 
じ収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設をできない設定や、よ 
り詳細に設をしたい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設をを行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□ー ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保 
存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の設 
定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセーブし 
てください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクじ保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上の NVRAM とハードディスクじ復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成 
したフ□、ソピーディスクを用意してください。コンフィグレーション情報が万一破 
壊された場合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合は、本 
機能を使用してコンフィグレーション情報をリストアしてください。 

例えば、故障などによりディスクアレイコント□ーラを交換する場合、八ードディ 
スク上のコンフィグレーション情報をディスクアレイコント□ーラの NVRAM へ保存 
する必要がありますが、もし誤って NVRAM のコンフィグレーション情報を八ード 
ディスクに保存してしまった場合は、本機能を使用してリストアしてください。 


Express 已800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyri 巨 ht に） NEC Corporation 2003 I 


ツールメニュー 


RAID] ン阳-ラ：検出 



総テ、、ィスク数：1 



オフライン保守ユーティリティ 


/P 切内テ'’イスク数：1 

システム診断 


スタン"*イドィスク：1 

サポートディスクの作成 


RAID レへ。ル： 7 

保守用/ くーテ ィシヨンの設定 


ライ巧- K : WRITE-THRU 

各種 BIOS/FW のアップデート 


保巧用 f ド-テイシヨン：あり 

システムマネージメント機能 



ヘルプ 



トップメニューに房る 













I n-O この機能をサボートしていないディスクアレイコント□—ラもありまず。その場合、こ 
のメニューは表示されません。 

^ この機能は保守用です。保守]:>(外の目的で操作しないようにお願いいたします。誤った 
巧 云;3 操作を行うとデータを損失するおそれがあります。 

• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は249ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を横査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。216ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サポートディスクの作成 、， 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ ウ 

ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 与 

タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き a んでおくと、後々の管理が容易です。 編 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 Standard Edition をインストールするときに必要となるサ 
ポートディスクを作成します （r シームレスセットアップ」でインス I -ールする場合は 
必要ありません)。 

- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000 Server をインス I -- ルするときに必要となるサポートディスクを作 
成します （r シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません）。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） じよる通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプ□グラムの起動用サポートディスクを 
作成します。 
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• 保守用パーティションの設定 


ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」じ(外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ページを 
参照してください。 

I B-O r 保守用パーティシヨンの設定」の各項目を実行している間は、リセットしたり、電源を 
巨重 g OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を確保し、続けてを種ユーティリティのイ 
ンストールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、各種 
ユーティリティのインス I —ルを行うことができます。 

-各種ユーティリティのインス!-ール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインス!ルします。イ 
ンストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディス 
クから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(かでは、本項目は使 
用しないでください。 

- FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K 〕 マンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

8番街で配布される「各種巨 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BIOS / FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種巨 IOS / FW のアッ 
プデートモジュール」じついては、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8番 街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」じ含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows 2000 
のメモ帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 



• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを表示します。 



コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる r コンソールレ 
ス」機能を持っています。 

M-O • 本装置がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた装置於がの 
Express 己800シリーズに使用しないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキーボードび接続さ 
れていないことび条件でず。本体にキーボード (USB キーボードは除く）び接続されて 
いると、 EXPRESSBUILDER はコンソールびあると判断し、コンソールレス動作を行 
し、 ません僧理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 
• ダイレクト接続 ( COMB ) された管理 PC から実行する 

起動方まの手順については、この章の 「 MWA 」ー ロンソールが接続されていない場合のコン 
フィグレーシヨン方法」を参照してください。 

M-O • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
CD-ROM ドライブび最初に起動ずるようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクび必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法杉がの手段(電源 OFF やリセット)で終了するとリダイレ 
クシヨンび正常にできない場合びあります。設定ファイルで再度設定を行ってくださし、。 

BIOS 設を情報は必下の値にセットされます。 


LAN #1: 

[Enabled] 

Serial Port A: 

[Enabled] 

Serial Port A I/O Address: 

[3F8] 

Serial Port A Interrupt: 

[4] 

Serial Port B: 

[Enabled] 

Serial Port B I/O Address: 

l ： 2F8] 

Serial Port B Interrupt: 

[3] 

BIOS Redirection Port: 

に erial B] 

BIOS Redirection Baud Rate: 

[19.2k] 

BIOS Redirection Flow Control: 

[CTS/RTS] 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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ツールメニ ユー 

メ インメニューでツールを選択すると w 下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」を参照してください。 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表示する 


— RA I D 情報のたーブ/リストア . 



メインメニューに戻る 


に XPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュ ー 」にある機能と比較すると次の 
点び異なりまず。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、216ぺージを参照してください） 

• 「サポートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 


メインメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるメインメニューは次のとおりです。 


各種セツトアップを行う 


EXPRESS 目 UILDER が持つ 
機能を個別に起動する 

EXPRESSBUILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 
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セットアップ 

本体の八ードウエア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティションの設定を自動的に行い 
ます。 


セ、 ン ト户 、ンづ 


ィ デ 
テ 定ブ能 
リ設ッ機 
ィ成のアト 
V 作ンのンる 
j のョ W メ戻 
ユクシ F ジに 
ゴスィ / J 一 
レ巧ィテ S ネ ユ 
ン診デ jo 7 二 

V ムトバ I ム メ 
.バテ j 用己テブン 
フスポ守種スルィ 

オシサ保各シヘ‘，ブ 


173 



















マスターコント□—ルメニ 


Windows(Windows 95 UP を、または 
Windows NT 4.0 JU 降)が動作しているコン 
ピュータ上で添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起動し 
ます。 


システムの状態によっては自動的に起動 
I ヒン]? | しない場合があります。そのような場合 

は、 CD-ROM 上の次のファイルをエクス 
プローラ等から実行してください。 

¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント□-ルメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウェア 
のインストールやオンラインドキュメントを参照することができます。 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I レ、。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるポップアップメニューを使用してください。また、一 
部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイ 
アウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 

M-O CD - ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 


「 ExpressPicnic ®」 は、セツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成するツールです。 


EXPRESS 目 UILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの磕認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインス!-ールする 
ことができます。「セツトアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESS 目 UILDER からセツトアップするこ 
とをお勧めします。 


Pl ： 「セットアップパラメ ータ FD 」 がなくても Windows Server 2003または Windows 2000をイ 
ンストールすることはできます。また、「セットアップパラメータ F D 」は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で修正-作成することもできます。 



ソ 

フ 


ExpressPicnic のインストール 


ア 

セットアップパラメータ FD を作成するために Windows XP / 2000 、 Windows Server 編 
2003、または Windows NT 3.51 W 降 、 Windows 95/98/ Me で動作している〕ンピュータ 


じ ExpressPicnic をインス I —ルします。 


■ I ： ExpressPicnic は PC 98 -NX シリーズ. PC - 9800 シリーズ. PC-AT 互換機で動作します。 


Windows XP/ 2000 • Windows Server 2003 • 
Windows NT 4.0 - Windows 95/98/Me 

Windows XP / 2000 、 Windows Server 2003、または Windows NT 4.0 、Windows 95/ 
98/ Me で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインストールします。 

■ I ： お使いになっているモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

[pn 同じ手順でセッ ト アップすることができます。 


1. OS を起動する。 

2. ミ！ がの CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を CD - ROM ドライブ、 じ セツト する。 
マスターコント □ー ルメニューが 表示されます。 


17己 














3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージじ従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic t ゥトアゥフ • 7•ログ非へようこそ。 
Wfci このフ•日ク 、うり ま、 ] ンヒ•ュづに ExpressPicnic ぞ 
^が HI ■します。 

この t クトアゥ:?* ] •日グう t を実巧する前に、すぺての Windows 
)4 ログ北をぶずが了して下さし1。 

[おン邮]ホ''クンをクリゥクし t •が•がフ‘日グうげが了した散現 
なほ巧中の : r ログうムぞすべてが了させて下さい。 


普告：このフでク''うりま、ぎな権;'去およむ:国隙莫約によって 
巧話されています。 

この]、グうム、またはその一がをお化で巧製または配ホす 
ることは、まなにより禁止されています。 


/日巧皿:！ ^ I 


[ユーザの情報]ダイア□グボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インストールを完了した6[終了]をク 
リックし、「セットアップ パラメータ FD 
の作成」(こ進んで < ださい。 


巧 



^；?、^を~^!^^^ぉの娜を号ぞ入力し、[みへ]ホ'' クンを 





<戻る巧） J みへ(の> J _ WM J 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライブにセツトする。 

3. ファイルマネージヤまたはコマンドプ□ンプトか6、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の 
「¥ WINNT¥P に MC ¥ SETUP ¥ SETUP £ XE 」 を実巧する。 


セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。イ 
ンストールを完了した6、「セットアップパラメータ FD の作成」(こ進んでください。 
















































最あほったファイル ( 区） 

設定を） 

がまに） 

ヘルプ(ぶ 

ファイルをを指ミして実行 ( を ... 


Windows Update 



則）シャット々 . ゥン ( ぶ '. 

1みおお！)さな过 I し 


スタートメニューか6[プ□グラム]- 
[ ExpressPicnicHTrekking ] をクリ、ソク 
する。 

〈Windows NT 3.己1の場合> 

プ□グラムマネージャの 
[ ExpressPicnic ] グループか6 
[ Trekking ] アイコンをダブルクリ、ソクす 
る。 


ットアップパラメータ FD の作が 


OS をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 U 下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指をしたフォルダ名を 
I レ、/卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定:しています。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる。 

く Windows XP/2000 • Windows Server 2003 • Windows NT 4.0 • Windows 9 己 / 
98/Me の場合 > 


2 . [ファイル]メニユーの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 




斗 


OS 巧則 


聊 31111111111111111111111111 ▼][ 


ディスクの設定 
—\ ArrayD に k 


OS 言語 I日本語 


zi キトンセル J 

、ルフ ，I 


厂厂 RA のの抓が诚- 

巧镜ディスクの卜—タル数 ド； 

バックを巧ぶするディスク数ド； 

J わクぞ術巧する RAID I Raid 已 

ライトモード <5-自旣 i 旋 广 キ旣 i 旋 


~3 


3 



1 


四。魏通み質 
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4. メッセージ(こ従ってダイア□グボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 


^本‘话報 


セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保を]ダイア □ グボ、ソクスが表 
されます0 

•L 回 

使用者名と会社名を日本語で設をする 
場合は、 ExpressPicnic で設定:してくだ 
さい。シームレスセットアップ中に曰 
本語入力することはできません。 


巧まマシン 颐 巧 ▼] 

インストールバス [MNNT 
「端立6ぉ；^^巧 

い‘ ー ティシヨン - 

fS •巧紀 J ティシ3ンド09日 MB (如加〜999999 MB ) 

广巧巧のバーティシヨン 
广 を巧巧を巧規巧巧 
|7ファイルシステムを NTFS へを 巧 



己.[セットアップ パラメータ FD ] チェック 
ボックスをオン(こなっていることを確認 
し、[ファイルさ)]ボックス(こセットアッ 
プ情報のファイルをを入力する。 

目. 1.44M 目でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピーディスクをフ□、ソピーディスクドラ 
イブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 



「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインストールするときじ使用します。ラベルを貼り 
大切に保管して<ださい。 

jl ; I • 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 










































ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストー 
ルする場合は、 じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n-O 追加でインス I ルするアプリケーシヨンは、シームレスセットアップ対応されている必要 
びあります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（177ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 
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3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順に表示されます。 

4 . メ、ソセージ(こ従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル]にチェックを入れる。 

巨.[ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップ パラメータ 
FD ] チェックボックスがオン(こなってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドラ 
イブにセットし、 [ OK ] をクリックする。 
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オプシヨンの大容量記憶装置ドライ/ V のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （177 ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



巧規セ，トァが培ま反フ7ィルを巧が_ ni ~I I 


3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 

4 . メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
(こチェックを入れる。 

[ディスクの設定]で [ OS 種別]を 
[Windows XP Professional ] にした場 
合は選択できません。 

巨.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
F D ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 



をブリケーンョンの設定 


「アブ U ケーシヨンの i ち走- 

[7 ESMPRO 詳細 i さミ」 

厂 Global Array Manager 詳細設定 

厂 Power Console Plus 詳細設定 

厂 FastCheck 詳細 | 

r ArrayRecoveryl 〇〇1 [ 

厂自動 クリーンアッブ、シー J レ I 

W エクスブレス巧都サービス 

厂 Adaptec Storage Mana 居 er - Browser Edition 


ユーザ/ヴルーブ登録- 

ヴルーブの巧ぶ 記ち I 


ユ-ザ巧ぶ 記走 I 



7. 1.44 M 目でフォーマツト済みのフ□、ソ 
ピー デイ スクをフ □、ソ ピー デイ スクドラ 
イブ(こセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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巧動機からの情報採取 


ExpressPicnic が、起動しているマシン作 xpress 5800シリー乃のセットアップ情報を自動 
的に採取し、セットアップ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

[1^ • アプリケーシヨンで設定情報を探取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （177 ぺージ参照）。 


2 . [オプション]メニューの[稼働機か6の情 
報探取]をクリックする。 


採取後は、確認/修正画面(こ移ります。初 
期値が、採取したデータになっているこ 
とを除けば r 情報ファイルの新規作成」、 
あるいは r 情報ファイル修正」と同じで 
す。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （177 ぺージ参照）。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリ 、ソク する。 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなる 
セットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイル 
の設定値がリストの一番上の欄(こ表示さ 
れます。 


4. [追加]をクリックする。 


己.ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 


巨. [0 K ] をクリックする。 

リストに追加した情報が表示されます。 


7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリツ 
クする。 

選択したファイルをのセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 
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Express 本が用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まについて簡単に説明します。詳 
細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO / ServerA 6 ent(Windows 版) 


ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Windows 版）は本装置じインストールするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
I -ールの手順を説明します。 

pi： 運用上のを意事項については、添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインド 
キュメント 「ESMPRO/ServerAgenKWindows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
- ます。ご覧ください。 
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インス I -ール前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版)を動作させるためじは対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの 設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの rpublic 」 から変 
要した場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定したコミュニティをと同じを前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
I ルはミ乘付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 
を使用します。本装置の OS が起動した後、 
Automn で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]-拒 SMPRO ]- 拒 SMPRO / 
ServerAgent ] の順にクリ、ソクしてください 。 W 
降はダイア□グボックス中のメッセージじ従って 
インストールしてください。 

I n-O アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
胃司 ントでシステムに□グインして<ださい。 







ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 

アップ デートインストー ルについて 

[1^ ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メ ッ セー ジに従って処理して くださし、。 

インス I -ール後の確認 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス 
I -ールされていることを磕認してください。 

1 . 本装置を再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グじ ESMPRO / ServerAgentWindows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 





















FastCheck 


FastCheck は、 IDE タイプのオプションのディスクミラーリングボードを管理-監視するソ 
フトウエアです。 

ディスクミラーリングコント□ーラに接続した八ードディスク（アレイディスク）の監視や状 
態の表示をしたり、万一、異常が起きたときにビープ音やポップアップメッセージの表示な 
どで通知したりします。 

また、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent ( Ve 「.3.4 W 齡との連携によリ、異常が起きたときに 
ESMPRO/Se 「 ve 「 Manage 「をィンス I — ルしている管理 PC にアラー ト通報や ALIVE 通報を 
することちできます。 



カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 、, 

モデルによっては購入時に FastCheck があらかじめインス I -ールされている場合もありま 卜 
す。 FastCheck がインストール済みの本体に後から ESMPRO / ServerAgent をインス I ル ？ 
した場合は、 FastCheck を一度、アンインス! -- ルしてからインス!ルし直してくださ ア 
い。 を扁 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

FastCheck は添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 に収められている自動インス I -- ル 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I '''ールできます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「 FastCheck 」 を選択してください。 

シームレスセットアップで FastCheck をインス I -- ルした場合で、後から ESMPRO / 
ServerAgent をインス!ルした場合は、 Fasl ; Check を一度、アンインス!ールしてからイ 
ンストールし直してください。 


確認事項 

インス I ル済みの FastCheck について次の点を磕認してください。 

• [スタート]メニユーの[プ□グラム]に [ Promise ] というを前のフォルダが作成されてい 
ることを磕認する。 

• Windows の起動後のタスクトレーに、 FastCheck のアイコン（包）が表示されている 
ことを磕認する （ Fas に heck は Windows 常駐型のアプリケーシヨンです）。 

• コント□—ルパネルのサービスで 「Promise FastTrak Service 」 が開始されていることを 
磕認する。 

• FastCheck が起動することを磕認する。 

[ Promise ] フォルダの中から [ Fasttrak ] — [FastCheck Monitoring Utility ] の順に選択す 
るか、タスクトレーの FastCheck アイコン（胃）をダブルクリ、ソクすると起動します。 
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• FastCheck を起動後、[オプション]-[通知]- [ NT システムイベント□グの使用]が 
チェックされていること（デフォルト値です）を確認する。 

— "〇 ESMPRO / ServerMana 呂 er をインス! -- ルした管理 PC にディスクミラーリングコン 
卜□—ラに関するアラート通報や ALIVE 通報をずる場合は 、 「Promise Fast Irak 
Log Service 」 び開始されており、 FastCheck のオプション設定 [ NT システムイベン 
卜 □ グの使用]びチエツクされていなければなりません。 


パスワードの設定 

セ丰ュリティ上、 Fas に heck を起動する際にパスワードによる磕認ができるよう、パスワー 
ドを登録してください。パスワードは Fas に heck を起動後、[オプション]-[パスワードを 
使用可能じする]を選択すると表示される設を画面で設をできます。 


運用上のミち意 

Fas に heck をインストールして運用する上で特にを意していただきたい点について説明しま 
す。 FastCheck で表示される画面についての説明やその他のを意事項については、オンライ 
ンド丰ュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 

参 ESMPRO / ServerAgent がインス I —ルされている本体に FastCheck をインストールす 
ることをお勧めします。 ESMPRO と連携したさまざまな管理-監視機能を利用すること 
ができます作 SMPRO がインス I ルされていなくても、 FastCheck の動作には支障が 
ありません)。 

ただし、 ESMPRO は Ver .3.4 じ(降のパージョンを使用してください。 

• FastCheck の設定を変更した場合は、ダイア□グボックス内にある[適用]を 
クリックして情報を更新してから終了してください。 

• Fas に heck の]: i 下のオプションは親を値から変更しないでください。 

- [ NT システムイベント□グの使用] (既定値：チェック） 

-[書き a みキャッシュを使用可能にする](既を値：チェック） 

-[ホットスペア/自動リビルドを禁じる](既定値：チェックなし） 

• ディスクのリビルドやシンク□ナイズ(整合性の磕認)の間もアクセスすることはできま 
すが、処理時間が長<なる場合があります。 

• ESMPRO からは、ディスクミラーリングコント□ーラで制御されている八ードディスク 
は、1台のドライブとして認識されます。また、このディスクミラーリングコント□ーラ 
はディスクアレイではなく、 「 SCSI コント□ーラ」として管理されます。 


新規インス I -ール 

FastCheck を新規にインス I ルする場合（または再インス I ルする場合)は、オンライン 
ド车ュメント 「 FastCheck ユーザーズガイド」を参照してください。 






Power Console Plus ( サーバ ) 


Power Console Plus は LSI - Logic 製ディスクアレイコント日ーラシステムを構築している 
Windows サーバの監視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 


カスタムインス I -ールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインス I ルされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus けーバ）の環境 
設定」じ記載の内容の設をを行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールしてください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 に収められている自動インス I -- ル 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I '''ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設定するダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console 円 US 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールしてください。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は U 下の説明を参考にしてインス I -ールをしてください。イン 
ストールに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンライン 
ド丰ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズ マニュアル」を参照してください。 


Power Console Plus (ヴーパ')をインストールする前に 

Power Console Plus けーバ）をインス I -- ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□-ラがシステムに取り付けられていること 

• LSI - Logic 製のディスクアレイコント□ーラのドライバが組み込まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 JU 降がインス I —ルされていること 
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Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 

Power Console Plus けーパ）のインストー 
ルはミ！ 付の EXPRESS 目 UILDER をイを用し ま 
す。 Windows では EXPRESS 巨 UILDER をド 
ライブじセット後、 Automn で表示されるメ 
ニューから[ソフトウエアのセットアップ]一 
[ESMPRO]- [関連ユーティリティメニュー 
へ]— [Power Console Plus] の順にクリック 
します。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
r サーバ」または r サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。じ(降 
はダイア□グボックスのメッセージじ従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設定をしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console 円 us (管理 PC) をインストールしてください。 

上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管理 PC を管理す 
U >7 r | るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 















エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターじ自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
じ保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインス I -ールモデルでのセツトアップ 


モデルじよっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I '''ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 4 

す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 ^ 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内じあ ミ 

るオンラインドキュメント r エクスプレス通報サービスインストレーションガイド」を参照し 飞_ 

て設定してください。 ® 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八 ー ドウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細じついては、 
お買い求めの販売店にお問い合わせ<ださい。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I -ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1 . [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO/ServerAgent] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3 . [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4 . 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、 t (下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、 t (下の環境が必要です。 

ノ、ードゥェア 

• メモリ 18.01 VBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 30.01 VBJU 上 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 

ソフトウエア 

• 添伽 CD-ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 内の ESMPRO/ServerAgent 
参上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に下の環境が必要です。 
ESMPRO/ServerManager + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 J ： i 降 

* 監視対象となるサーバにインス I ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョンじ(上を使用してください。 

(例）監視対象となるサーバにインストールされている ESMPRO / ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 t (上の ESMPRO / ServerManageW ' 
必要です。 





セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八 ー ドウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

■ 

エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
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PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テー プ監視 ツール 


テープ監視ツールは、本体に接続されたテープドライブならびじ使用しているテープメディ 
アの状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するためじ、本体にテープドライブが接続されている場合にはこのユーティ 
リテイをインス I -ールすることをお勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインス!-ールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブルクリ、ソクすると起動します。 

• 選択するサービスさ )： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許巧]にチェック 

サービスに打3戶6八16け加6〇1<6「]がない場合は、装置にインス!-ルされていません。次の 

r 手動インストール(新規インストール）」を参照してインストールしてください。 


手動インスI-ール(新規インスI-ール） 

手動でインス!-ールする場合は、 U 下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインド车ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、ミがの CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリじ 
PDF ファイルで格納されています。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 6 .pdf 


動作環境 


ノ、ードウエア 

• インストールする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 


• メモリ 500 KBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 2.2 MBJU 上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 (Service Pack 5]:>(齡 
— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 

Microsoft ® Windows ® XP はサポートしていません。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

—己 ackupExec for Windows NT Ver .7.3 
—己 ackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-#己 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年9月現在）。 


• 内蔵/外が AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型の DS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外が TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外付 LT 0 


N 8151 -28/-34/-34 A /-41/-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151-12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC . 
N 8560 -12/-12 AC 
N 8151-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 
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対象ドライブとバックアップソフトの対応じつきましては NEC の Web 情報ページにある 
「NEC 8番街 ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報-消耗品作 xpress 5800 • 
テクニカルガイド)」にある r パックアップ装置」を磕認してください。 


インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の次のデイレクトリにある 「 setup . exe 」 をェクスプ 
□ーラなどから起動して<ださい。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 


じ(降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインド羊ュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。「カスタムイン 
ストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 in ロァイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3り6八16け加6〇1<6「¥01.1加です（デフォルトの設定:でインス I ―ルした場 
合）。設をの詳細じついてはオンラインド车ュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BTO (ビルド•トゥ•才ーダー)でインス! -- ルされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 に 
ついて説明します。 

■I ： ビルド.トゥ•才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

出)荷時に忙 SMPRO / UPSController 」 がインストール済みの場合がありますが、設を値はデ 
フォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□ールマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、に POC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行って<ださい。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
を磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3 . 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]さ)がに POC-I Service 」 のものを選ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信エラー(無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ES M PRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを磕認し 
てください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、巾]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い。 


2 . [UPSController マトグト]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最^」V電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最^」V電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設定変更」を参照して ESMPRO/UPSController の設定を変更してください。 



_ ソ 

設定変更 I 

ヴ 

r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を エ 
を変更してください。 L 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い。 

2 . [UPSController 巧-シ''りのメこューバーより、[設定]-働作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表示し、を設定内容を確認する。 



コンピュータと UPS の通信を巧う COM 
ポー ト 番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 


ESMPRO/AutomaticRunningController と連 
携して使用ずる場合に r する」を設定する。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3 . 正しく設定した後、 [UPSController 巧-シ''りのメニューバーより、[ファイル]-[上書き保存]を 
選択し、設定を保をする。 


4 . [コント□-ルパネル]の[サービス]を開き、 [ SPOC-I Service ] を再起動する。 


己.前ページの動作確認をする。 
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新規インストール 


ESMPRO/UPSController Ver.2.1 を新規にインス I -- ルする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインストール 

現在インストールされている ESMPRO/UPSController をアンインス I -- ルしてください。 
ESMPRO/UPSController のアンインストールは、 「 Exp 「 essSe 「 ve 「 Sta け up 」の CD-ROM と 
rESMPRO/UPSController Ve 「 .2. 1 (UL 1 047-401 ) 」 の Key-FD (丰ー ディ スク）を 使っ てアン 
インストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールじついての詳細は、另リ冊の ESMPR0/ 
UPSControllerCDr セットアップカード」を参照してください。 

アンインス I -ール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I ル 

ESMPRO/UPSController の インス I— ルは、「 [ 乂戶「 65556 「ソ 6 「 513 け。戶」のじ 0-1^01\/1 と 
rESMPRO/UPSController Ve 「 .2. 1 (UL 1 047-401 ) 」 の Key-FD (丰ー ディ スク）を 使つ てイン 
ストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 


アップデートインス I -ール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □— カルグループに所属するユーザーで□グオンする。 

2 . 安全のためじ、必要最ル限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3 . 「スタートメニュー」一「設定」 一 r コント□-ルパネル」一「サービス」で次のサービスを停止する。 

• SP 0 C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 

4 . 「 ExpressServerS ねけ up 」 の CD - ROM を CD-ROM ドライブ(こ、 「 ESMPRO/UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセ、ソトする。 

己. rExpressServerStartup 」 CD - ROM の中にあるに ETUP . EXE 」 を起動する。 
ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

巨.アップデート完了後、システムを再起動する。 






7. 再起動後、 ESMPRO / UPSContmller マネージャを起動し、 ESMPRO / UPSContmller のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


U 上でアップデートは終了です。 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■11J/ 已 .2 J 


BTO (ビルド-トゥ-才ーダー）でインス I ルされる PowerChute plus Ver .5.1 1 J /5.2」 に 
ついて説明します。 

pi ： ビルド.トゥ•才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

化荷時に 「 PowerChute 戶 / las 」 がインストール済みの場合があります。ただし 、 PowerChute 
戶 / LAS はデフォルト値の状態でインス I -ールされています。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p / us ヴービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント日ールパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute 戶心 s Service が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を 
確認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行って<ださい。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute 戶 / las が正常に起動していることを磕認し 
てください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]をが rups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の r 設定変更」を参照して PowerChute plus の讚 
定を変更して < ださい。 

■ 確認2 PowerChute り/ i / s の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることをる在 
認してください。 
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1. [ スタート ] メニューの [ プ □ グラム ]— [PowerChutePLUS] —[PowerChutePLUS] を起動する。 


起動方法の詳細は PowerChute plus の[インス トールガイド」を参照してください。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「化力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 設定変更」を参照して PowerChute の設定を変更して<ださい。 


設定変更 


r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 



1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 つ 

起動方まの詳細は、 PowerChu お p / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute 曲5に添が た 
の r ユーザーズガイド」を参照して < ださい。 エ 

ア 

2. [ PowerChutePLUS ] のメニューバーより、[構成]-随信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 編 

を表示し、を設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インス I -ール 

PowerChute 戶 / L / s の新規インストール（再インストール）については、 PowerChute plus に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネットワーク上から管理するための r 管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフトウエアについ 
て説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I -- ルされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、本体にバンドルされている ESMPRO / S が ve 「 Marage 「をお使いくだ 
さい。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO/ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


MWA - Management Workstation Application - 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC 作 SMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が動作しているコンピ 
ユータ）を使用して、本体をリモート管理するためのアプリケーションです。装置の運用管 
理を行う管理者の負担を軽減させることができます。 

■: MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD- 

ROM 内の杉下のパスに格納されているオンラインドキユメント 「MWA ファーストステップ 

' - ' ガイド」を参照してください （EXPRESSBUILDER の「マスターコントロールメニユー」から 

も開くことができます）。 

CD-ROM ドライブ :¥mwa¥doc¥jp¥mwa_fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については、 M WA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 
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通信方法 

MWA を使用する管理 PC が LAN 、ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの方まで 
本体と接続されてし^れば M W A を使ったリモート管理ができます。 

n-O ♦シリアルポート接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 LAN 接続は LAN ポート1 
のみ使用可能です。 

• モデムを介したリモート管理はでさません(本装置ではサボートされていません）。 


MWA の機能 


MWA は本体のシステム目 IOS やベースボードマネージメントコント□-ラ旧 MC ) と接続す 
ることによりじ(下の機能を実現しています。 



• リモートコンソール 機能 

装置の POST 実行画面および ROM - DOS / MS - DOS のブート中の実行画面を管理 PC 上の 
MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、装置を管理 PC のキーボード 
から操作できます。 

n-O • 本装置では、 LAN 経由のリモートコンソール実行中に、 BMC び COMB ポートを 
占有する場合びあります。このとを、 OS 上か5の COM B ポートは使用不可となり 
まず。 
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• 本装置で LAN 接続によるリモートコンソールを実巧する場 S ホ、本体の電源の ON / 
OFF やリセットは、 MWA か5リモートで操作してください。また、 LAN 経由のリ 
モートコンソールは自動接続で実行してください。自動接続の設定は MWA ファー 
ストステップガイドを参照してください。 


• 本装置では、 LAN / シリアル接続によるリモートコンソールを行う場合は BIOS セツ 
トアツプで [ Advanced] _ [Memory Confi 呂 urationj — [Memory Retest ] を 
[ No ] に設定してください。 


• BIOS SETUP を通常の終了方法がの手段(電源 OFF やリセット)で終了すると本 
装置上のコンフイグレーシヨンのリモートコンソール設定項目び無効になる場合が 
ありまず。 


• リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフ□、ソピーディスクドライブまたはフ□、ソピーディスクのイメージファイル 
から起動することができます。 


* LAN 接続時のみの機能です。 


^ 本装置では、起動する 0 S やアプリケーシヨンが使用するメモリサイズの関係でリモー 
トドライブで正しく起動できない場合があります。 
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• リモート電源制御 

管理 PC 上の MWA からリモートで、装置に対してじ(下の電源制御が行えます。 

-パワー ON/OFF 

-パワーサイクル（パワー OFF の後、しばらくしてパワー ON ) 

-リセット 
- 0 S シャツトダウン* 

* 本コマンドをサポートしている ESMPRO/ServerAgent がインストールされている場 
合のみの機能です。 

• U モート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートでじ(下の情報を収集することができます。 

-システムイベント□グ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

-目 MC 設を情報 

• ESMPRO との連携* 

本体の目 MC からの装置異常などの通報を受信すると通報内容を解析して、 ESMPRO のア 
ラート□グへ自動的に登録します。 

* LAN 経由のみの機能です。 


動作環境 

MWA を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りです。 

• 管理 PC (インス!ルするコンピュータ） 

MWA は Windows が動作しているコンピュータ上で動作します。詳細は 「 MWA ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

• MWA でリモート保守する装置 

保守する装置に添付のユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置には、 
RomPilot または目 MC が搭載されています。本装置には巨 MCOPMI Ver .1.5) が搭載され 
ています。 
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MWA のインストール 

MWA を使って装置を管理するには、本体側に MWA Agent を、管理 PC 側に MWA Manager 
をそれぞれインストールしてください。 

MWA Agent は BMC をコン フィグレーシヨ ンするための ツー ルです。 Windows 上から BMC 
をコン フィグレー シヨンしたい場合にインストールして くださし、。 MWA Manager から本装 
置をリモート制御する際には 、 MWA Agent は必要ありません。 


MWA Agent のインストール 


MWA Agent は、 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 を使って本体にインストールします。 


1 . Windows を起動する。 



2. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」を CD - ROM ドライブ、にセツトする。 

Autorun 機能により EXPRESSBUILDER のマスターコント□-ルメニューが自動的に表示されま 
す。 


3. [ソフトウェアのセットアップ]- [ MWA ] 
の順にクリックする。 

励 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 

4. [MWA Agent ] をクリックする。 

MWA Agent のインストーラが起動しま 
す。インストーラの指示(こ従ってインス 
卜ールしてください。 
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MWA Manager のインストール 

MWA Manager は、 CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を使って管理 PC にインス!ルしま 
す。 

1 . Windows を起動する。 

• L 画 

MWA が動作可能な OS について、 「 MWA ファーストステップガイド」を確認してください。 

2. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」を CD - ROM ドライブ、(こセツトする。 

Autorun 機能により EXPRESS 目 UILDER のマスターコント□-ルメニューが自動的に表示されま 
す。 
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3. [ソフトウェアのセットアップ]- [ MWA ] 
の順にクリックする。 

• L 回 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 

4. [MWA Manager ] をクリックする。 

MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示に従ってインストール 
してください。 



コンフィグレーシヨン 

コンフィグレーションで必要なものは次のとおりです。 

• EXPRESS 巨 UILDER CD-ROM 
• 設を情報 

コンフィグレーションは MWA 側と装置側の両方必要です。 MWA 側ではリモート管理する装 
置の台数分の設を情報が必要です。 

装置側のコンフィグレーションには2通りの方まがあります。 

「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM から本体を起動して実行する「システムマネージメントの設 
定」によるコンフィグレーションと本装置の Windows 上から起動する MWA Agent によるコ 
ンフィグレーションです。 

詳細な手順じついては 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM 内にある 「 MWA ファーストステップ 
ガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 


コンソールが接続されていない場合のコンフイグレーシヨン方法 

本体に车ーボードなどのコンソールが接続されていない場合、 EXPRESS 目 UILDER のコン 
ソールレス機能を使ってサーバ側のコンフイグレーシヨンをして、サーバ上の BIOS SETUP 
や DOS ツールをリモート操作することができます。 

次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 
• ダイレクト接続された管理 PC から実行する 
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LAN 接続された管理 PC か 5 実行する 

LAN 接続されている管理 PC から、じ(下の手順で実行します。 

1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム ]- [NEC MWA ] 
一 [ MWA ] の順にクリックする。 


MWA が起動し、初期画面の 「 Rem 饥 e Control Manager 」 が表示されます。 



フ 7 イルトが編集ま击トルへが 

I 一 钟 I 国 ♦ DC I All あち Q を 

3 

サづ、'ち 1 巧病おお 1 を姫状お 1 モ源なお巧巧日時 1 IP アドレス/巧ま#号 1 



レ的 ^ 


2. フォーマツト済みの1 .44 M 目のフ□、ソピーディスクを管理 PC のフ□、ソピーディスクドライブじ 
セツトする。 

3. MWA の[ファイル]メニューか6[コンフイグレーシヨン]コマンドを選択して[コンフイグレー 
シ ヨン] ダイア □グボックスを表示させる。 


ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


4. [新規作成]をクリ、ソクして厳定モデルの選択就規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

曰. [ FD 書き} A みを巧う](こチェックし、管理対象装置のモデルをを選択する。 

管理対象装置の種類(こ応じたコンフィグレーションダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 
モデルをは本体前面に巧刷されています。 


目.コンフィグレーションダイア □ グボ、ソクスで管理対象装置の]:>(下の情報を設定/登録する。 

ーコンピュータを（サーバを。管理対象装置を示す任意のを前） 

一 IP アドレス 
— デフォルトゲートウェイ 
ーサブネットマスク 
-1次通報先借理 PC の IP アドレス） 

7. 設定/登録後、下のファイルをでフ□、ソピーディスク(こ書き込む。 

くコンフィグレーション情報ファイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

8 . サーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選択し 
て[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

9. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 ]：> (下のようじ設定する。 

く [ ID ] ページ> 

接続形態： LAN 

<[ アラート通知]ページ> 

[標準設定を使用する]のチェックを外して[アクティべート]のリセ、ソトにチェックする。 
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10. サーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか 6 [リモートコンソールの起動]コ 
マンドを選択して [MWA Remote Console ] を開く。 


ファイル表示テ''ータウィントつヘルフ A 

♦♦ し# 1 "」►,」 Wj aJ Au^o I ansi I 隱 1 


hi 

1 


レ村 

[ LANI 92.168 .1.249 

が A ん 


n . サーバウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニューか 6 [リモートコンソール 
の動作指定]コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指定]ダイア□グボックスを表示さ 
せ、 [ MWA モードで実行]を選択する。 

12. 管理対象装置の CD - ROM ドライブに EXPRESS 目 ULDER をセットし、コンフィグレーシヨン情報 
ファイルを格納したフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットする。 

13. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、各種 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウェアのセットアッ 
プ、各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようじなります。 

•LE12E] 

フロッピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が管理が象装置に既に設を 
されてぃる場合は、リブートせずにメインメニューが表示されます。 

14. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示された6、フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクド 
ライブか6取り化す。 

1己.管理 PC の画面上にメインメニューが表示されているときに 、 MWA Remote Control Manager 
上でサーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選 
択する。 

16. [プ□パティ]ダイア□グボックスの [ ID ] ぺージで醋続チェック]をクリ、ソクして、対象装置との 
接続を確認する。 

17. EXPRESS 目 UILDER に格納されていないツールを使用する場合は、 EXPRESS 目 UILDER を終了 
し、 CD - ROM ドライブか6取り化した後、 MWA の電源制御〕マンドを使って電源 OFF / ON す 
る。 

MWA Remote Control Manager 上で、サーバさ)をちクリックして表示されるポップアップメ 
ニューか6[電源制御]コマンドを選択することでサーバの電源を操作できます。 


リモートコンソール接続での作業を終了した5、[プ□パティ]ダイア□グボックスの[アクティ 
ベート]のリセットのチェックをがしてください。 
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ダイレクト接続(シリアルポート B ) された管理 PC か5実行する 

本体のシリアルポート B にダイレクト接続された管理 PC から、じ(下の手順で実行します。 

1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、スタートメニューか6[プ□グラム ]- [NEC MWA ] 
一 [ MWA ] の順にクリックする。 


MWA が起動し、初期画面の 「 Rem 饥 e Control Manager 」 が表示されます。 



2 . MWA の[ファイル]メニユーか6惯境設定]-[ダイレクト接続設定]の順に選択し、「ダイレクト 
接続設定」ダイア□グボックスを表示させ、 iU 下のようじ設定する。 


<ダイレクト接続設定> 
ポート： 

ポートレート： 

フ□一制御： 


接続する管理 PC 側の COM ポート 

19200 

RTS/CTS 


ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 
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3. MWA の [ファイル] メニューか6 [コンフィ グレーシ ョン]コマン ドを選択して [コンフィ グ レー 
シ ョン] ダイア □グボックスを表示させる。 

4. 時が則乍成]をクリ、ソクして厳定モデルの選択就規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

己. [ FD 書き} A みを巧う](こチェックし、管理対象装置のモデルをを選択する。 

管理対象装置の種類(こ応じたコンフィグレーションダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 
モデルをは本体前面に巧刷されています。 

巨.コンフィグレーションダイア□グボックスで、コンピュータをなどのコンフィグレーション情報 
を設定/登録後、 ]：> (下のファイルをでフ□、ソピーディスク(こ書き} A む。 

く コンフィグレーション 情報 ファイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

7. サーバををちクリックして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選択し 
て[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

8 . [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示された6、 i ： J 下のようじ設定する。 

く [ ID ] ページ> 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（ク□スケーブル） 

9. サーバををちクリ、ソクして表示されるポップアップメニューから[リモートコンソールの起動]コ 
マンドを選択して [MWA Remote Console ] を開く。 

10. [MWA Remote Console ] 上にサーバウィンドウが開いていることを確認して[接続]をクリック 
する。 
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11. 管理対象装置のシリアルポート目に管理 PC をダイレクト接続する。 

12. 本体の CD-ROM ドライブに EXPRESS 目 ULDER をセットし、コンフィグレーシヨン情報ファイル 
を格納したフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセットする。 

13. 本体の電源を OFF/ON してシステムを再起動する。 

1回のリブート後、を種 PC の画面上(こメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアッ 
プ、各種ユーティリティを管理 PC か6実行できるようになります。 

• L 励 

フロッピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が既に管理が象装置に設を 
されている場合は、リブートせずにメインメニューが表示されます。 

14. EXPRESS 目 ULDER に格納されていないツールを使用する場合は、コンソールレスメニューを終 
了し、 EXPRESS 目 ULDER を CD-ROM ドライブか6取り化した後、本体の電源を OFF/ON する。 


W-OIM 

リモートコンソール接続での作業を終了した5 、 [MWA Remote Console ] ウインドウの[切 
断]をクリックしてください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 
Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

じ(下の説明を参考じして Power Console 円 us (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インス I ルに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインド羊ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に g 

Power Console Plus 僧理 PC ) をインス I -- ルするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 ^ 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること ^ 

• システムのアップデートが終了していること ア 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合 、 Service Pack 5 J ： i 降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 JU 降がインストールされていること 

>1： Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 じ(降は Windows NT 4.0の Service Pack 5 または 6 a 媒 
L 卜、小 I 体からインストールできます。 


Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 

Power Console Plus 僧理 PC ) のインス I -- ルは添付の EXPRESS 目 UILDER を使用します。 
EXPRESS 目 UILDER をドライブにセット後、 Automn で表示されるメニューから[ソフト 
ウェアのセットアップ]-に SMPRO ]- [関連ユーティリティメニューへ ]- [Power 
Console Plus ] の順にクリックします。 


ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 
降はダイア□グボックスのメッセージじ従ってインス I -ールしてください。 

>1; 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管埋す 

L 卜、小 I るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します0 
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Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS フアイ J レの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の設定と置換してください。 



